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●石坂洋次郎文学記念館（横手）●石坂洋次郎文学記念館（横手）

2

6

9

石
坂
洋
次
郎
文
学
記
念
館【
横
手
】

横
手
V
O
L・17

生原稿や写真パネルなどを豊富に展示している「石坂洋次郎文学記念館」
　

「
青
い
山
脈
」
の
作
家
と
し
て
知
ら
れ

た
石
坂
洋
次
郎
が

大
正
15
年
か
ら
13
年

に
わ
た
り
教
員
生
活
を
送

た
横
手
は

「
山
と
川
の
あ
る
町
」
な
ど

多
く
の
作

品
の
舞
台
と
し
て

そ
の
文
学
を
は
ぐ
く

み
開
花
さ
せ

人
間
洋
次
郎
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た

　

石
坂
洋
次
郎
文
学
記
念
館
は

ふ
る
さ

と
横
手
に
ゆ
か
り
の
深
い

石
坂
洋
次
郎

の
文
学
的
業
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に

次
代
へ
伝
え

文
化
の
振
興
を
は
か
る
こ

と
を
願

て
建
設
さ
れ
た
ま
し
た

　

外
観
は

昭
和
初
年
の
町
屋
と
土
蔵
を

モ
チ

フ
に

洋
次
郎
の
住
ん
だ
屋
敷
町

の
イ
メ

ジ
を
伝
え

庭
園
で
は

こ
ぶ

し
を
は
じ
め

石
坂
文
学
の
青
春
の
息
吹

き
を
感
じ
さ
せ
る
樹
木
が
来
館
者
を
迎
え

ま
す

　

館
内
に
は

当
時
の
文
壇
で
絶
賛
さ
れ

た

は
じ
め
て
の
長
編
「
若
い
人
」
を
執

筆
し
た

昭
和
８
年
当
時
の
伊
豆
の
書
斎

が
遺
品
と
と
も
に
再
現
さ
れ

生
原
稿
や

遺
墨

写
真
パ
ネ
ル
な
ど
様
々
な
資
料
が

日
本
を
代
表
す
る
作
家
の
業
績
と
文
壇
に

果
た
し
た
功
績
を
今
に
伝
え
ま
す

　

郷
土
が
育
ん
だ
作
家
石
坂
洋
次
郎
の
人

生
を

貴
重
な
資
料
の
数
々
か
ら
感
じ
て

み
て
は
い
か
が
で
し

う
か

■開館時間　午前９時～午後４時30分
■休館日　毎週月曜日（休日のときはその翌日
　　　　　祝日の翌日・年末年始
■所在地　横手市幸町２－10

■問合せ　石坂洋次郎文学記念館
　　　　　　33-5052

石坂洋次郎文学記念館

再現された「若い人」執筆当時の書斎

映画「山と川のある町」のロケ写真

町屋と土蔵をモチーフにした記念館

市報
編集・デザイン／総務企画部秘書広報課
　　　〒013-8601　横手市前郷字下三枚橋163　　0182-35-2162　　0182-33-6061
　　　ホームページアドレス／http://www.city.yokote.lg.jp/

発行／横手市役所　　0182-35-2111（代）
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ああああ２月18日には、金澤八幡宮ぼんでん奉納が行われ
ました。市内に数あるぼんでん行事の中でも、金
澤八幡太鼓、仙南菖蒲太鼓の音色がはやし立てる
中、鳥居下の急な坂で繰り広げられる先陣争いが
特徴的な金沢のぼんでん。今年は美郷町金沢地区
からの参加も含め、一般、小若合わせて15本のぼ
んでんが勇壮に奉納されました。

ぼんでんコンクール特選

栄友和会

まつりが終わるともうすぐ春…

　

横
手
の
冬
の
風
物
詩
「
か
ま
く
ら
」
を
は
じ
め
、
伝
統
的
に
伝

わ
る
小
正
月
行
事
が
市
内
各
地
域
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

30数
年
ぶ
り
と
も
い
わ
れ
る
暖
冬
少
雪
の
今
年
。

「
雪
ま
つ
り
ま
で
に
は
降
り
積
も
る
だ
ろ
う…

」
と
い
う
期
待
と
は
裏
腹

に
、
ま
と
ま
た
降
雪
の
な
い
ま
ま
、
２
月
14
日
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
か
ま
く
ら

を
迎
え
ま
し
た
。

　

翌
15
日
の
か
ま
く
ら
本
番
は
天
候
が
一
転
、
横
手
の
冬
ら
し
い
様
相
を
見
せ
、

市
内
各
地
域
か
ら
雪
を
か
き
集
め
て
制
作
さ
れ
た
か
ま
く
ら
は
、
う
っ
す
ら
と

雪
化
粧
を
ま
と
い
、
全
国
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
観
光
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
16
日
に
は
ぼ
ん
で
ん
コ
ン
ク
ー
ル
が
、
17
日
に
は
ぼ
ん
で
ん

奉
納
が
行
わ
れ
、
春
を
思
わ
せ
る
空
模
様
の
下
、
熱
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
た

若
衆
た
ち
が
思
い
思
い
に
ぼ
ん
で
ん
を
奉
納
し
ま
し
た
。
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※４回目以降限度額は、過去12か月間に、同一世帯で高額療養費の支給が４回以上あった場合の４回目以降の限度額。
　４回目以降の限度額の適用は、同一医療機関に４か月以上入院した場合など、医療機関が確認できる場合に限られます。
　住民税非課税世帯の認定証は、入院食事の軽減もあり「限度額適用・標準負担額減額認定証」となります。

国 保 70歳未満の方の入院
医療費の支払いが所得に応じた自己負担限度額までになります

観 光

■自己負担限度額表

■交付用件　国民健康保険税の滞納がない世帯(ただし、特別の事情がある場合は除きます)
■申請方法　各地域局市民生活課国保担当窓口に国民健康保険証と印鑑を持参の上、申請してください
■受付開始　平成19年４月２日（月）から
■有効期限　平成19年７月31日まで。平成19年８月１日からは、新たに申請して限度額適用認定証の交付を受ける必要
　　　　　　があります（前年の所得により限度額の所得区分を判定するため。有効期限は１年）。継続して入院され
　　　　　　る方は忘れずに手続きをしてください
■問 合 せ 市福祉環境部国保年金課（大雄庁舎内）　35-2186または各地域局市民生活課国保担当

　平成19年４月から、70歳未満の方が入院する際に「限度
額適用認定証」を提示することで、医療費の支払い額が「自
己負担限度額」までとなります。現在の制度では、医療機
関の窓口で医療費の３割を負担（３歳未満は２割負担）し、
自己負担限度額を超えた場合に、高額療養費の払い戻しを
受ける仕組みとなっていますが、４月からは、所得区分に

応じた自己負担限度額の支払いのみで済むことになります。
　現在、70歳以上の方を対象とした制度はすでに実施され
ていますが、４月からは70歳未満の方も対象となり、医療
費の支払いが軽減されることになりました。新たに入院さ
れる方、また、継続して４月以降も入院される方は、限度
額適用認定証の交付を受けてください。

所得区分

上位所得者

一　般

住民税非課税世帯

３回目までの限度額

150,000円＋（医療費－500,000円） １％

 80,100円＋（医療費－267,000円） １％

35,400円

４回目以降の限度額

83,400円

44,400円

24,600円 市
内
外
か
ら
３

４
９
５
句
の
作
品
が
寄
せ

ら
れ
た
「
雪
を
う
た
う
」
市
民
俳
句
大
会
の

選
考
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
敬
称
略
）

第
九
回「
雪
を
う
た
う
」市
民
俳
句
大
会

ふ
る
さ
と
の
冬
の
風
景
を
十
七
音
に
し
た
た
め
て

◆
特
賞【
１
年
間
横
手
の
公
共
温
泉
フ
リ

パ
ス
】

　
　
　

＋
金
の
桶　

高
橋
輝
年
（
清
水
町
）

◆
特
賞【
１
年
間
横
手
の
公
共
温
泉
フ
リ

パ
ス
】

  

佐
々
木
百
合
子
（
秋
田
市
）

石
川
右
（
十

　

文
字
町
）

奥
山
善
夫
（
十
文
字
町
）

福

　

田
清
子
（
上
内
町
）

佐
々
木
直
美（
大
雄
）

　

高
橋
正
志
（
婦
気
大
堤
）

栗
沢
良
子
（
羽

　

黒
町
）

助
川
有
弘
（
十
文
字
町
）

石
橋

　

丈
助
（
赤
川
）

◆
１
等【
横
手
の
地
酒
２
本
セ

ト
】

　

永
沢
正
毅
（
根
岸
町
）

佐
々
木
竜
佑
（
大

　

雄
）

中
村
清
一
（
雄
物
川
町
）

戸
田
喜

　

久
雄
（
黒
川
）

佐
藤
久
雄
（
大
雄
）

小

　

田
原
弘
（
平
鹿
町
）

佐
藤
陽
子（
羽
後
町
）

　

岡
本
充
（
湯
沢
市
）

山
崎
龍
孝（
大
仙
市
）

　

須
純
也
（
南
町
）

◆
２
等【
大
沢
ブ
ド
ウ
ジ

ス
２
本
セ

ト
】

　

原
田
勝
子
（
羽
後
町
）

桧
山
環（
秋
田
市
）

　

原
田
節
男
（
羽
後
町
）

杉
山
誠
子
（
平
鹿

　

町
）

阿
部
サ
ト
子
（
湯
沢
市
）

相
原
伸

　

一
（
三
本
柳
）
井
上
和
徳
（
湯
沢
市
）
小
南

　

あ
か
り
（
大
仙
市
）

佐
藤
イ
チ
子
（
十
文

　

字
町
）

稲
垣
勝
義
（
東
成
瀬
村
）

寺
田

　

芳
雄
（
婦
気
大
堤
）

米
澤
二
三
夫
（
十
文

　

字
町
）

鈴
木
ナ
ツ
エ
（
大
雄
）

加
藤
清

　

一
（
岩
手
県
）
大
橋
ム
ツ
子
（
十
文
字
町
）

　

※
３
等
お
よ
び
ダ
ブ
ル
チ

ン
ス
の
当
選
は

　
　

賞
品
の
発
送
を
も

て
代
え
さ
せ
て
い
た

　
　

だ
き
ま
す

◆
横
手
弁
川
柳
か
ら
10
作
品
を
選
定

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ

応
募
用
台
紙
に
書
い
て
く

だ
さ

た
横
手
弁
川
柳
の
中
か
ら
選
考
さ
れ
た

作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す

な
お

こ
れ
ら
の
作

品
は
３
等
と
ダ
ブ
ル
チ

ン
ス
の
賞
品
で
あ
る

「
横
手
弁
手
ぬ
ぐ
い
」
に
プ
リ
ン
ト
さ
れ
ま
す

「
え
の
よ
め
こ 

え
ね
ど
お
も
え
ば 

よ
ご
で
の
ゆ
」

遊
湯
詩
人

「
孫
だ
ぢ
ど 

入
る
温
泉 

こ
で
ら
え
ね
」　　
　奥

山

「
湯
煙
り
に 

ジ
サ
の
バ

パ
の 

え
び
す
顔
」　

た
あ
た
ん

「
ダ
イ
エ

ト 

や
る
べ
と
湯
こ
で 

寝
て
食
べ
て
」

や
せ
た
い
ば
あ
ち

ん

「
せ

ぺ
く

て 

横
手
の
湯
こ
で 

や
せ
ね
べ
が
」

三
段
ぱ
ら

「
よ
ご
で
だ
ば 

こ

た
に
い

ぺ 

宝
の
湯
」　

ほ

こ
り
ほ
こ
ち

ん

「
ど
ご
さ
行
ぐ
？ 

決
ま
ら
ね
が

た
ら 

湯
さ

行
ぐ
べ
！
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

シ
ロ
タ

「
よ
ご
で
の
湯 

湯
上
が
り
美
人 

め
ん
け
ご
ど
」

エ
イ
ス
ケ

「
と
し

り
が
だ 

知
ら
ね
ひ
と
で
も 

風
呂
仲
間
」

バ
バ
ド
ル

「
い
い
湯

こ 

メ
タ
ボ
リ

ク
に
も 

効
ぐ
べ
が

な
？
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

メ
タ
ボ
夫
婦

■
横
手
の
公
共
温
泉
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は

市
産
業
経
済
部
観
光
物

産
課（
増
田
庁
舎
内
）　

４
５

５
５
１
９
ま
で

　

市
内
の
公
共
温
泉
を
巡
り

専
用
の
台
紙
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て

応
募
す
る
「
横
手
の
公
共
温
泉
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

」
の
抽
選
が
行
わ

れ

特
賞
の
中
か
ら
さ
ら
に
抽
選
で
１
名
様
に
当
た
る

世
界
で
も

珍
し
い
「
金
の
桶
」
は

高
橋
輝
年
さ
ん
（
清
水
町
）
が
獲
得
さ
れ

ま
し
た

各
賞
当
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す(

敬
称
略)

金
の
桶
当
選
者
決
定
！

横
手
の
公
共
温
泉
め
ぐ
り

ス
タ
ン
プ
ラ
リ

結
果
発
表

07.03
.01

街から
あなた

へ

行政
情報
便

雪
ま
つ
り
で
深
ま
る
交
流

友
好
都
市
か
ま
く
ら

留
学
生
か
ま
く
ら
も
登
場

　
　
　
　

冬
を
代
表
す
る
行
事
と
し
て
多
く
の
観

光
客
が
全
国
か
ら
訪
れ
る
横
手
の
雪
ま
つ
り
は

市
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
活
用
さ
れ

国
内

外
の
交
流
に
も
一
役
買

て
い
ま
す

友
好
都
市
か
ら
市
民
訪
問
団

　

雪
ま
つ
り
期
間
中

横
手
市
と
友
好
都
市
提
携

を
結
ぶ
２
市
の
市
民
訪
問
団
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
ま

し
た

こ
れ
は

相
互
の
歴
史

伝
統
に
触
れ

市
民
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で

今
年
は

神
奈
川
県
厚
木
市
か
ら

16
人

茨
城
県
那
珂
市
か
ら
30
人
が
参
加
し

か

ま
く
ら
や
ぼ
ん
で
ん
を
体
験
し
ま
し
た

明
海
大
留
学
生
が
冬
の
ホ

ト
な
暮
ら
し
を
体
験

　

ま
た

明
海
大
学
（
千
葉
県
浦
安
市
）
に
通
う

留
学
生
８
人
が
横
手
市
を
訪
れ

市
内
の
家
庭
に

ホ

ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
ス
キ

体
験
や
酒
蔵
見

学
な
ど

雪
国
な
ら
で
は
の
生
活
を
体
験
し
ま
し

た

雪
ま
つ
り
で
は

ホ
ス
ト
フ

ミ
リ

の
皆

さ
ん
と
と
も
に

本
物
の
か
ま
く
ら
を
体
験
し

「
入

て
た
ん
せ

」
な
ど
と
呼
び
か
け
な
が
ら

観
光
客
を
出
迎
え
て
い
ま
し
た

留学生の皆さんが中に入り、観光客を出迎
えた留学生かまくら

那珂市名物「ほしいも」食べてたんせー（那珂市かまくら）かまくらの様子を厚木市に生放送

交 流

中
原
道
夫
先
生
選

特
選

【
幼
小
部
門
】

「
ふ
ぶ
い
た
ら
雪
の
パ

テ

は
じ
ま
る
よ
」

　

泉 

結
依
子
（
増
田
小
２
年
）

「
雪
下
し
雪
の
か
わ
ら
の
発
注
所
」

東
海
林 

功
（
大
沢
小
５
年
）

「
新
雪
を
歩
く
私
は
音
楽
家
」

佐
藤 

し
お
り
（
増
田
小
６
年
）

【
中
高
部
門
】

「
初
雪
は
二
人
の
間
に
降
り
積
も
る
」

日
沼 

友
香
理
（
城
南
高
２
年
）

「
雪
下
し
背
中
で
語
る
父
の
汗
」

西
村 

美
咲
（
清
陵
中
１
年
）

「
ね
え
入
れ
て
君
の
心
の
か
ま
く
ら
に
」

桐
原 

雅
典
（
横
手
西
中
３
年
）

【
一
般
部
門
】

「
雪
箟
の
焼
印
も
す
り
減
り
に
け
り
」

 

武
内 

沢
仙
（
増
田
町
）

「
雪
下
し
終
へ
た
る
夫
の
酔
ひ
ふ
か
し
」

大
山 

佳
子
（
静
町
）

「
雪
の
市
手
あ
ぶ
り
の
輪
の
人
か
わ
る
」

小
西 

万
里
子
（
雄
物
川
町
）

秀
逸

【
幼
小
部
門
】　

て
る
い
し
ほ
（
金
沢
保
育
園
）

　

柴
田
真
喜
（
植
田
小
５
年
）

安
藤
栞
奈
（
旭
小

　

４
年
）

藤
原
瞳
子
（
増
田
小
６
年
）

渡
辺
夏

　

美
（
南
小
５
年
）

【
中
高
部
門
】　

斎
藤
真
人
（
清
陵
中
２
年
）

澁

　

谷
し
ほ
り
（
清
陵
中
２
年
）

新
山
純
人
（
清
陵

　

中
３
年
）

門
間
幸
平
（
横
手
南
中
３
年
）

河

　

津
佑
輔
（
増
田
高
２
年
）

【
一
般
部
門
】　

大
石
愛
子
（
大
町
）

遠
藤
孝
太

　

郎
（
増
田
町
）

池
田
美
保
子（
三
枚
橋
一
丁
目
）

　

後
藤
昇
（
増
田
町
）

明
沢
栄
子
（
大
水
戸
町
）

黒
田
杏
子
先
生
選

特
選

【
幼
小
部
門
】

「
初
雪
は
冬
空
か
ら
の
お
手
紙
だ
」

渡
部 

光
一
（
横
手
南
小
６
年
）

「
雪
だ
る
ま
げ
ん
か
ん
前
で
わ
ら

て
る
」

か
き
ざ
き 

あ
や
か
（
醍
醐
小
２
年
）

「
ゆ
き
ふ
ら
ず
ざ
ん
ね
ん
だ
あ

ざ
ん
ね
ん
だ
」

 

鈴
木 

譲
（
大
森
小
６
年
）

【
中
高
部
門
】

「
雪
だ
る
ま
も
う
作
れ
な
い
十
六
歳
」

 

佐
藤 

真
生
（
横
手
高
１
年
）

「
か
ま
く
ら
に
優
し
く
と
も
す
家
族
の
灯
」

佐
藤 

礼
奈
（
横
手
高
１
年
）

「
流
雪
溝
流
れ
て
い
か
な
い
過
去
が
あ
る
」

 

高
橋 

卓
大
（
横
手
高
１
年
）

【
一
般
部
門
】

「
雪
箟
の
焼
印
も
す
り
減
り
に
け
り
」

 

武
内 

沢
仙
（
増
田
町
）

「
地
に
か
ま
く
ら
天
に
満
月
凍
て
つ
け
り
」         

高
橋 

重
行
（
平
鹿
町
）

「
雪
掻
の
中
学
生
に
訪
は
れ
け
り
」

石
川 

恵
美
子
（
十
文
字
町
）

秀
逸

【
幼
小
部
門
】　

佐
藤
桃
花
（
旭
小
６
年
）

藤

　

谷
駿
（
旭
小
６
年
）

高
橋
朱
里
（
保
呂
羽
小

　

５
年
）

相
馬
稜
（
朝
倉
小
５
年
）

中
川
原

　

結
香
（
金
沢
小
４
年
）

【
中
高
部
門
】　

鈴
木
友
梨
（
横
手
高
１
年
）

　

須
川
里
美
（
城
南
高
１
年
）

齊
藤
玲
奈
（
城

　

南
高
１
年
）

久
米
綾
子
（
横
手
高
１
年
）

　

佐
藤
優
亘
（
平
鹿
中
２
年
）

【
一
般
部
門
】　

黒
沢
サ
ワ
（
杉
沢
）

山
本
喜

　

一
郎
（
山
内
）

清
水
睦
子
（
平
城
町
）

杉

　

山
悦
子
（
大
仙
市
）

大
坂
蛍
火
（
朝
倉
町
）

あ
き
ら

ま
さ
の
り

た
く
ひ
ろ

た
く
せ
んか

ん

な

す
み
と

ま
さ
お

ゆ

か

け
い
か

ゆ
う
こ
う

あ
か
り
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横手の温かい味を全国に
■四大鍋汁発表＆試食会（横手）
　平鹿中央商工会が「美味し国横手平鹿プロジェクト06」
と題して開発を進めている商品の発表＆試食会が２月11日、
12日の２日間、秋田ふるさと村を会場に行われました。
　この取り組みは、地元に伝わる鍋（汁）をレトルト食品と
して商品化し全国に発信しようとするもので、完成を目前
に控えたいものこ汁、とん汁、酒粕汁、豆乳汁が来場者に
ふるまわれました。賞品は、今後さらに改良を加えた後、
順次発売される予定となっており、試食に先立って行われ
たトークショーでは、開発の苦労話なども紹介されました。

好みの味を求めて多くの来場者が訪れました

自慢の料理に舌鼓
■自国料理ふれあい交流会（大森）
　海外から嫁いだ女性たちが、母国の家庭料理を披露し合
い親交を深める「自国料理ふれあい交流会」が２月17日、
大森地域川西公民館で行われ、33人が参加しました。
　今年で５回目の開催となる交流会には、中国出身の女性
５人が料理指導者として参加。開会３時間前から地元の皆
さんと協力して調理を行い、交流会場には餃子やチャーハ
ン、麻婆豆腐など全14品が並べられました。参加者は本場
の味に舌鼓を打ちながら、互いに料理の作り方やコツを教
え合って交流を深め、楽しい時間を過ごしていました。

元気いっぱいに雪遊び
■雪んこのつどい（雄物川）
　２月11日、冬の遊びを通じて雪に親しんでもらおうと、
中央公園でアクティブキッズクラブ「雪ん子のつどい」が
行われ、小学生28人が参加しました。
　好天に恵まれたこの日、子供たちは雄物川地区子ども会
育成連絡協議会委員の指導でかんじきを履くと、歓声を上
げながら公園内を走りまわり、その後、４班に分かれての
そりレース、雪上ドッジボール、宝さがしなどに挑戦。中
でも雪上ドッジボールではひときわ大きな声を上げ、汗だ
くになりながら冬の一日を楽しんでいました。

汗だくになりながら楽しんだ雪上ドッチボール

無病息災を祈って水をかぶる
■梨木水かぶり（十文字）
　２月18日、梨木地区に250年以上前から伝わる伝統行事、
梨木水かぶりが行われ、21人の男衆が参加して無病息災を
祈願しました。
　午前８時半ごろ、男衆は下帯とわらじ姿で続々と梨木愛
宕神社に集合。お祓いを受け、地区の端までの約500ｍを練
り歩きました。神社までの帰路には、沿道の家々の玄関先
に水をいれた桶やバケツなどが用意されていて、威勢よく
水をかぶった男衆は、振る舞い酒で体を温めると、気合を
入れ直して次々と水を浴びていました。

祈りを込めて威勢よく水をかぶる男衆

田の神様に豊作を祈願
■雪中田植え（大雄）
　２月11日、阿気兜台神社にて雪中田植えが行われました。
この伝統儀式は豊作を祈願して毎年行っているもので、今
年は下田三千男さん（西丁）が笠とみの姿でワラと豆殻を
束ねたものを雪の中に植え、「今年の暖冬が作物の生育に
影響しませんように」と、五穀豊穣や家内安全を祈願しま
した。
　また、併せて行われたどんど焼きでは、うず高く積まれ
た正月のしめ飾りなどが燃やされて、今年の健康と幸せが
祈願されました。

豊作の祈りを込めて、一つ一つ雪の中に植えていきます

DVへの理解を深める
■ドメスティック・バイオレンス防止学習会（平鹿）
　配偶者や恋人など、親密な関係にある（あった）人から振
るわれる暴力（ＤＶ）に対する理解を深め、日ごろの活動に
生かしてもらおうと、市内の人権擁護委員や民生児童委員
を対象としたＤＶ防止学習会が２月22日、平鹿生涯学習セ
ンターで開かれました。この日は、ＤＶを題材にした人形
劇や秋田大学医学部助教授の米山奈奈子氏による講演が行
われたほか、県から地域の被害の現状と被害者支援の状況
が報告され、参加した約250人の関係者は熱心にメモを取る
など、ＤＶに対する知識を深めた一日となりました。

あきたF・F推進員により披露された人形劇「絆をもういちど」

たくさんの見物客でにぎわったぼんでんコンクール

豪快な妙技で五穀豊穣を願う
■三所神社ぼんでんまつり（増田）
　増田（三所神社）ぼんでんまつりが２月18日に行われ、６
本のぼんでんが五穀豊穣、商売繁盛などを願って奉納され
ました。このうち「ぼんでんコンクール」が開かれた商工
会館前には、ぼんでんを担いだ男衆が威勢よく登場。ぼん
でん唄などに合わせて、平均25 のぼんでんを肩や腰など
に乗せる妙技を披露しました。また、増田小学校児童もみ
ずから製作したぼんでん６本でまつりに参加。色別に分か
れて披露した思いおもいの演技、演出に、見物客から盛ん
な拍手が贈られていました。

寒さを吹き飛ばせ！
■２地区で雪中運動会（山内）
　２月18日、三又地区の雪中運動会が旧三又小学校グラウ
ンドで、また、相野々・下平野沢地区の雪中運動会が山内
体育館前でそれぞれ開催されました。
　雪中運動会は、子どもからお年寄りまで、地域の親睦を
図ると同時に、運動不足解消になりがちな冬場を乗り切ろ
うと開催されている両地区の恒例行事で、毎回雪上ならで
はの趣向を凝らした種目が参加者に大人気となっています。
この日も、晴れ空の下で元気いっぱいな歓声が会場に響き
渡り、冬の寒さを吹き飛ばす白熱した１日となりました。

人気コーナーの雪中尻相撲（相野々・下平野沢会場）

料理を囲みながら親交を深めた参加者

さん しょ

まう

はら

かぶと



　旧暦２月の初午の日に行われることから「初午祭り」と呼ばれる、木戸五郎
兵衛神社の例祭が３月25日に行われます。
　若衆たちは、朝早くから集落や職場単位で作った恵比寿俵を担いで町内を練
り歩き、昼頃、商売繁盛と五穀豊穣を祈願して恵比寿俵を神社に奉納します。
◆日　時　３月25日（日）　７:00頃～13：00頃
◆場　所　木戸五郎兵衛神社
◆問合せ　雄物川地域局産業振興課　0182-22-2187

Yokote City Public Relations 2007.3.1

　新しい指定ごみ袋が４月１日から販売されますが、
それに合わせて市では、３月中に見本袋（可燃ごみ袋
の大）を１世帯あたり５枚、全戸に配布します。
　現在使用しているごみ袋が４月の切り替え時までに
なくなった場合等には、配布になった見本袋を使用し
てください。
　なお、現在使用されているごみ袋は４月を過ぎても
使えますが、使用期限が９月末日までとなっておりま
すので、ご注意ください。
　また、３月半ば頃にはごみ収集日程表の配布を予定
しています。日程表の内容は、市内各地で行った説明
会の際に皆さんからいただいた要望等を踏まえ、多少
の修正を加えており、説明会の内容と若干異なる部分
もありますので、ご了承く
ださい。
　４月以降も分別収集にご
協力くださるようお願いし
ます。
　詳しくは、本庁福祉環境
部環境課環境保全担当（　
３５－２１８４）または各
地域局市民生活課環境担当
までお問い合わせください。

9

ひとり親家庭の医療費
助成制度について

育児手当の認定申請
手続きはお済みですか

新ごみ袋とごみ収集
日程表を配布します

軽自動車の廃車・名義
変更の届出は３月中に

国
保

子
育
て

税
金

くらしの情報
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環
境

３月のイベント案内
木戸五郎兵衛神社初午祭り（雄物川）

ひとり親家庭の児童
　現在、乳幼児（義務教育就学前の児童）を対象とし
た福祉医療費助成を受けている、ひとり親家庭の児童
の中で、４月から小学校に入学する児童がいる場合、
４月以降も助成制度の対象となります。
　下表のとおり所得制限基準額がありますが、該当さ
れる方は、３月中に各地域局市民生活課国保年金担当
で申請手続きを行ってください。
ひとり親家庭で児童を監護、養育している方
　児童を監護、または養育しているひとり親の方は、
下表のとおり所得制限基準額がありますが、医療機関
を受診した際の自己負担額について、各地域局市民生
活課国保年金担当に領収書、印鑑、振込口座を持参し、
手続きしていただくと払戻しを受けることが出来ます。

　詳しくは、本庁福祉環境部国保年金課（　３５－２
１８６）または各地域局市民生活課国保年金担当まで
お問い合わせください。

　市では、軽自動車税の納税通知書を毎年５月初旬に
送付していますが、例年、納税通知書を受け取った方
から「知人へ譲ったのに、また自分に納付書が届いた」
「自分で処分したけど、今年も納付書が届いた」とい
った問合せがあります。
　軽自動車税は、４月１日現在に軽自動車を所有して
いる人に課税されます。市民税課や軽自動車協会等に
名義変更や廃車届を提出しないと、前の所有者に納税
通知書が送付されてしまいますので、名義変更届や廃
車届は、必ず３月中に済ませてください。
　また、農作業用トラクター、コンバイン、乗用田植
機等の小型特殊自動車も軽自動車の登録をしてナンバ
ーを取得する必要がありますので、忘れずに申告をお
願いします。

【問合せ先】

県内ロケ作品が大盛況
■第16回あきた十文字映画祭（十文字）
　２月10日から12日にかけて、十文字文化センターを会場
に、あきた十文字映画祭が開催されました。16回目となる
今回は国内外の12作品を上映。なかでも、自分たちで映画
を撮ることを目的に昨年７月に設立された十文字映画塾の
作品『浴衣と三味線と花火』が11日に上映されると、映画祭
始まって以来という400人以上もの観客が詰めかけました。
　上映後の舞台あいさつでは、出演者らが「地域の人たち
と力を結集してつくった映画。地域の元気な力を感じた」
と語り、観客から暖かな拍手が贈られていました。

今回の映画についての感想を語るスタッフ、キャストたち

勇ましく梵天を奉納
■長太郎稲荷神社梵天祭（大雄）
　２月４日、中島集落の長太郎稲荷神社で梵天祭が行われ、
集落から６本の梵天が奉納されました。
　ホラ貝の音と梵天唄にのせた「ジョヤサー」の掛け声と
ともに集まりだした男衆は、まず始めに五穀豊穣や商売繁
盛を祈願し、祭専用に作られた押し合い堂に梵天を奉納。
お堂の板の間を梵天の脚で突いて奉納が無事終了すると、
今度は他の集落の恵比寿俵が一斉に奉納されます。お堂の
入口は激しいもみ合いとなり、境内は雪をもとかすような
人々の熱気であふれていました。

五穀豊穣や商売繁盛を祈って激しいもみ合いが繰り広げられました

園児たちが能を体験
■謡曲と仕舞を楽しむ会（十文字）
　２月13日、睦合保育所を十文字喜多会（武蔵信悦会長）
の皆さん８人が訪れ、園児たちに能を披露しました。これ
は、感受性の豊かな時期に気軽に能を楽しんでもらいたい
と同会が企画したもので、今年で２回目となります。
　始めに、会員の謡曲に合わせて仕舞を舞い、園児たちに
謡の意味や舞について説明。次に、『敦盛』から「人間五
十年」の部分の舞を園児たちも体験しました。会員の方は
「記憶の片隅にでも、能が楽しい体験として残ってくれた
ら」と話し、園児たちのかわいい舞に目を細めていました。

舞を習う子どもたちの表情は真剣そのもの

・125 以cc

cc

下の原動機付自転車
・ミニカー
・小型特殊自動車

・125 を超える二輪車
・軽自動車
・雪上車

本庁財務部市民税課諸税
担当（　３２―２５１０）
または各地域局市民生活
課税務担当

横手地区自家用自動車協
会（　３２―１３７１）

扶養親族等
の数(人) 
０
１
２
３

父又は母の
所得額(円)

1,940,000

2,320,000

2,700,000

3,080,000

扶養義務者
所得額(円)

5,148,000

5,397,000

5,610,000

5,823,000

　市の人口増加を願い、同居
している３人目以降の子ども
さんに、満３歳まで月額
5,000円が支給される育児
手当制度をご存知ですか？
　この制度は、乳児養育支援
金を受けている方は対象とな
りません。
　乳児養育支援金を受けてい
ない方で、満３歳までの３人
目以降の子どもさんの保護者の方は、忘れずに各地域
局福祉保健課で育児手当の認定申請手続きをしてくだ
さい。
●育児手当の認定申請が必要な方は
　○子どもが満１歳になり、乳児養育支援金の受給が
　　終了した方
　○所得制限で乳児養育支援金が支給されない方
　（※いずれも、同居している３人目以降の満３歳ま
　　での子どもが対象）
　対象になるかどうかわからない場合や詳細について
は、本庁福祉事務所子育て支援課（　２６－２１１３）
または各地域局福祉保健課福祉担当までお問い合わせ
ください。
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保
呂
羽
小
学
校
で
は

四
年
前
か
ら
毎
年

総
合
の

時
間
「
た
か
の
こ
タ
イ
ム
」
で

八
沢
木
獅
子
舞
の
学

習
会
を
行

て
い
ま
す

こ
の
学
習
会
は
全
校
で
行
い

ま
ず
始
め
に
八
沢
木
獅
子
舞
保
存
会
の
皆
さ
ん
の
獅
子

舞
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
す

そ
し
て

笛
や
た
い
こ

か
ね

ひ

と
こ

獅
子
の
グ
ル

プ
に
分
か
れ
て

踊
り
や
お
は
や
し
を
教
わ
り
ま
す

　

八
沢
木
獅
子
舞
は

約
三
百
年
前
か
ら
保
呂
羽
に
伝

わ
る
伝
統
の
踊
り
で

昭
和
四
十
年
に
は

県
の
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

舞
に
は

豊
作
や

人
々
の
健
康
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す

　

こ
の
伝
統
を
受
け
つ
い
で
い
く
た
め
に

僕
た
ち
も

保
存
会
に
入
会
し
て
「
子
ど
も
獅
子
舞
」
を
結
成
し

一
緒
に
練
習
し
て
い
ま
す

た
く
さ
ん
練
習
し

今
年

は
保
呂
羽
小
学
校
で
の
学
習
発
表
会
や
地
域
の
福
祉
施

設
へ
の
ボ
ラ
ン
テ

ア
訪
問

ふ
る
さ
と
村
の
大
き
な

舞
台
で
の
発
表
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
所
で
た
く

さ
ん
の
人
に
獅
子
舞
を

見
て
も
ら
い
ま
し
た

　

今
年
の
三
月
で
保
呂

羽
小
学
校
は
閉
校
に
な

り
ま
す

し
か
し

こ

れ
か
ら
も
こ
の
伝
統
を

地
域
の
み
ん
な
で
大
切

に
し
て

た
く
さ
ん
の

人
に
八
沢
木
獅
子
舞
を

見
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す

　

吉
川
さ
ん
ご
夫
婦
は
知
人
の
紹
介

で
お
見
合
い
し

昭
和
31
年
11
月
に

ご
結
婚

こ
の
日
を
境
に
二
人
で
農

業
に
勤
し
む
日
々
が
始
ま
り
ま
し
た

　

農
業
に
お
い
て
も

手
作
業
が
多

か

た
時
代

な
か
で
も
田
植
え
作

業
が
一
番
大
変
だ

た
そ
う
で
す

「
こ
の
地
区
は
田
の
反
別
の
大
き
い

農
家
が
多
く

20
件
ほ
ど
が
共
同
で

田
植
え
を
行

て
い
ま
し
た

一
番

農
地
が
多
か

た
と
き
は

一
人
一

日
一
反
歩
の
ペ

ス
で
一
月
も
か
か

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
」
と
当
時
の

苦
労
を
語
る
吉
雄
さ
ん

　

農
作
業
の
機
械
化
や
減
反
政
策
が

進
む
に
つ
れ

稲
作
の
合
間
に
西
瓜

づ
く
り
に
も
挑
戦
し

40
年
近
く
な

る
現
在
も
続
け
て
い
ま
す

　

一
方

セ
ツ
さ
ん
は
大
好
き
な
花

を
年
間
を
通
し
て
育
て

吉
川
家
の

玄
関
や
庭
先
で
は
常
に
数
種
類
の
花

々
が
来
客
を
迎
え
て
く
れ
ま
す

　

そ
ん
な
お
二
人
の
共
通
の
趣
味
は

旅
行
や
温
泉
に
出
か
け
る
こ
と

北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

全
国
を
一
緒

に
旅
し
て
い
る
そ
う
で
す

「
夫
婦
仲
良
く
50
年
や

て
き
ま
し

た

若
い
頃
に
苦
労
し
た
分
を
今

楽
さ
せ
て
も
ら

て
い
ま
す
」
と

繰
り
返
し
語
る
吉
川
さ
ん
ご
夫
婦

　

苦
労
を
分
か
ち
合

て
き
た
お
二

人
だ
か
ら
こ
そ

強
く
感
じ
る
幸
せ

な
の
で
し

う

長
年
の
労
を
ね
ぎ

ら
う
か
の
よ
う
に
互
い
を
労
わ
る

そ
ん
な
姿
が
印
象
的
で
し
た

保
呂
羽
小
学
校（
大
森
）

語
学
サ

ク
ル（
横
手
）

ハ
ン
グ
ル
研
究
会

「
ソ
リ
」

吉川　吉雄さん（75歳）
　　　セツさん（70歳）

（大雄）

かがやきかがやき

サ

ク
ル
紹
介

交差点
齊藤　圭さん （十文字）
（18歳・Ａ型・天秤座）

　

韓
流
ブ

ム
の
影
響
か

近
頃
よ
く
耳
に
す
る
韓
国
語

ハ
ン
グ
ル
研
究

会
「
ソ
リ
」
の
教
室
で
は

参
考
書
や
問
題
集
を
片
手
に
皆
さ
ん
の
話
す
流

ち

う
な
韓
国
語
が
飛
び
交

て
い
ま
す

　

こ
の
サ

ク
ル
は
市
が
主
催
し
て
い
た
韓
国
語
講
座
の
受
講
者
が
集
ま
り

平
成
13
年
に
結
成

現
在
は
10
人
の
会
員
が
集
い

毎
週
火
曜
日
に
女
性
セ

ン
タ

な
ど
で
韓
国
語
の
習
得
に
励
ん
で
い
ま
す

　

韓
国
語
を
習
い
始
め
た
き

か
け
は

韓
国
旅
行
や
韓
国
と
の
交
流
を
通

し
て
な
ど
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が

仕
事
や
家
事
の
合
間
を
ぬ

て
の
語

学
勉
強
の
た
め

時
間
を
大
切
に

そ
し
て
真
摯
に
覚
え

よ
う
と
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
姿
が
印
象
的
で
す

　

言
葉
を
学
ん
で
こ
そ
見
え
て
く
る
異
国
の
文
化

や
生
活

ブ

ム
に
と
ら
わ
れ
ず

着
実
と
し

た
交
流
の
道
を
進
む
こ
の
サ

ク
ル
に
あ
な

た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

◆
問
合
せ　

廣
瀬　

健
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　

３
２
―
８
６
９
１

  

十
文
字
地
区
に
あ
る
「
和
食
亭 

福
み

つ
」
で

板
前
と
し
て
修
行
中
の
圭
さ
ん

朝
早
く
か
ら
の
仕
込
み
作
業
や
接
客
な
ど
の

仕
事
に
打
ち
込
む
姿
に

「
真
面
目
で
頑
張

り
屋
」
と
親
方
の
評
価
も
高
い
よ
う
で
す

☆
自
分
の
性
格
は
？

　

大
ら
か
な
性
格
で
す

☆
モ

ト

は
？

　

常
に
明
る
く

職
場
で
も
良
い
雰
囲
気
を
大
事
に

し
よ
う
と
心
が
け
て
い
ま
す

☆
好
き
な
女
性
の
タ
イ
プ
は
？

　

自
分
を
リ

ド
し
て
く
れ
る
明
る
い
女
性
で
す

☆
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

　

も

と
上
を
目
指
し

料
理
の
腕
前
を
あ
げ
て

い
ず
れ
は
自
分
の
店
を
持
つ
こ
と
で
す

　

穏
や
か
に
話
を
す
る
圭
さ
ん
か
ら
は

親
し
み
や

す
さ
と
素
直
な
人
柄
が
伝
わ

て
き
ま
す

ぜ
ひ
素

敵
な
親
方
を
目
指
し
て
欲
し
い
若
人
で
す

◆今月の記者
　保呂羽小学校６年
　（左から）
　遠藤　健太
　守屋　結
　佐々木勇樹

獅
子
舞
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ

た
い

か わき っ

ゆい

し
ん

し

し

し



入居条件  公営住宅法に定める入居資格をお持ちの方が対象になりま
　　　　　す。事前に市建築住宅課へご確認ください
申込方法　市建築住宅課窓口または各地域局地域維持課にある申込書
　　　　　に必要事項を記載し、必要となる書類を添付し申し込んで
　　　　　ください（郵送での受け付けはしていません）
申込期間　平成19年３月１日（木）～12日（月）
抽 選 会　３月22日（木）を予定（申込者に連絡します）
入居予定　４月中旬
申 込 み  市建築住宅課（十文字庁舎内）  42－5121、または各地域　
　　　　局地域維持課まで（8:30～17:15、土・日・祝日は除く）

名　　称
赤谷地住宅
吉沢住宅
南朝日が丘住宅
町東団地
下川原団地
月山団地
今宿団地
西野団地住宅１号棟
上掵住宅
上掵住宅
旭団地
大雄東団地

築年度
Ｓ51
Ｓ54
Ｓ58
Ｓ53
Ｓ60
Ｈ６
Ｓ59
Ｈ7・8
Ｓ46～
Ｓ54
Ｈ18
Ｓ58

間取り
２ＤＫ
３ＤＫ
２ＬＤＫ
３ＤＫ
３ＤＫ
２ＬＤＫ
３Ｋ
３ＬＤＫ
２ＤＫ
３ＤＫ
２ＬＤＫ
３ＤＫ

家賃（円）
12,100～
14,000～
18,000～
9,000～
12,900～
18,400～
13,200～
26,100～
7,400～
11,700～
25,400～
14,600～

募集戸数
１
１
１
１
１
１
１
３
５
１
１
１

地域名
大　森

平　鹿
増　田

名　 称
特定西野住宅
特定西野住宅（世帯用）
五十田団地
田町団地

築年度
Ｈ10
Ｈ10
Ｈ９
Ｈ16

間取り
１ＬＤＫ
２ＬＤＫ
３ＬＤＫ
２ＬＤＫ

家賃（円）
30,000～
50,000～
53,100～
54,000～

募集戸数
２
１
１
１

お
し
ら
せ

催　

し

●お知らせのページ●
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県
で
は

秋
田
ス
ギ
の
家
づ
く
り

応
援
事
業
と
し
て

県
内
に
住
宅
を

新
築

全
面
改
築
さ
れ
る
方
に
秋
田

ス
ギ
内
装
材
を
差
し
上
げ
ま
す

■
提
供
数
量　

全
県
で
50
戸

■
申
込
期
限　

３
月
19
日（
月
）

■
申
込
・
問
合
先　

あ
き
た
県
産
材

　

利
用
セ
ン
タ
　

０
１
８
―
８
３

　

７
―
８
０
９
５

  

新
築
や
改
築
な
ど
で
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
を
す
る
方
を
対
象
に

そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

希
望
さ
れ
る
方
は

早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い

な
お

地
域
に
よ

て
は
補
助
の
対
象
に
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で

詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
合
せ　

各
地
域
局
地
域
維
持
課

　

ま
た
は
上
下
水
道
部
下
水
道
整
備 

　

課
（
山
内
庁
舎
内
）　

５
３
―
２

　

９
３
１

　　

財
団
法
人
横
手
市
み
ど
り
公
社
で

は

農
地
の
貸
借
な
ど
の
仲
介
・
あ

せ
ん
を
行
う
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す

対
象
地
域
は
雄
物
川
地
域
を

除
く
横
手
市
全
域
で
す

契
約
書
の

作
成
や
関
係
機
関
へ
の
書
類
提
出

貸
借
料
な
ど
の
清
算
も
行
い
ま
す
の

で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

■
問
合
せ　
（
財
）横
手
市
み
ど
り
公

　

社　

３
５
―
６
０
９
０

　

リ
ン
ナ
イ
製
の
小
型
湯
沸
器
で

１
９
９
１
年
か
ら
１
９
９
７
年
に
か

け
て
製
造
さ
れ
た
商
品
に
よ
る
一
酸

化
炭
素
中
毒
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す

お
手
持
ち
の
湯
沸
器
に
該
当
し

て
い
る
も
の
が
な
い
か

早
急
に
ご

確
認
く
だ
さ
い

■
詳
細　

http://www.ri nnai . co. jp/

■
問
合
せ　

リ
ン
ナ
イ　

０
１
２
０

　

―
８
８
５
―
５
８
７

ま
た
は
市

　

産
業
経
済
部
商
工
労
働
課
（
増
田

　

庁
舎
内
）　

４
５
―
５
５
１
６
へ

　

高
齢
者
の
生
活
の
参
考
と
な
る
よ

う
な

エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
（
年

齢
に
と
ら
わ
れ
ず
自
ら
の
責
任
と
能

力
に
お
い
て
送
る

自
由
で
い
き
い

き
と
し
た
生
活
）
を
実
践
し
て
い
る

方
や

地
域
で
社
会
活
動
を
積
極
的

に
行

て
い
る
高
齢
者
の
グ
ル

プ

活
動
事
例
の
募
集
を
し
ま
す

対
象

は
概
ね
65
歳
以
上
の
方
で
す

■
申
込
み　

推
薦
す
る
方
の
氏
名

　

ま
た
は
グ
ル

プ
名
と
活
動
内
容

　

が
わ
か
る
も
の
を
提
出
く
だ
さ
い

■
申
込
期
限　

３
月
23
日（
金
）

■
申
込
先　

各
地
域
局
福
祉
保
健
課

　

ま
た
は
市
福
祉
環
境
部
高
齢
ふ
れ

　

あ
い
課（
大
森
庁
舎
内
）　

２
６
―

　

２
１
１
４

　

外
国
か
ら
の
武
力
攻
撃
や
大
規
模

テ
ロ
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に

市

民
の
皆
さ
ん
を
安
全
に
避
難
・
保
護

す
る
た
め
に
「
横
手
市
国
民
保
護
計

画
」
の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す

　

こ
の
度

計
画
の
素
案
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
の
で

公
表
し

皆
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

■
閲
覧
期
間　

３
月
１
日（
木
）
14

　

日（
水
）

■
閲
覧
場
所　

本
庁
南
庁
舎
総
務
課

　

各
地
域
局
市
民
生
活
課　

　

※
市
の
ホ

ム
ペ

ジ
に
も
掲
載

　

し
て
い
ま
す

■
対
象　

市
内
在
住
の
方

ま
た
は

　

市
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

■
問
合
せ　

市
福
祉
環
境
部
市
民
課

　
（
大
雄
庁
舎
内
）　

３
５
―
２
１
７
６

　

県
で
は

皆
さ
ん
が
ふ
れ
あ
い

や
す
ら
げ
る
河
川
空
間
を
確
保
す
る

た
め

地
域
住
民
の
方
と
パ

ト
ナ

シ

プ
を
組
ん
で
除
草
活
動
を
行

て
い
ま
す

そ
こ
で

平
成
19
年

度
に
除
草
活
動
を
行

て
く
だ
さ
る

自
治
会
や
市
民
団
体
を
公
募
し
ま
す

■
委
託
期
間　
５
月
上
旬

８
月
下
旬

■
対
象
河
川　

横
手
川

頭
無
川

　

横
手
大
戸
川

上
溝
川
の

県
が

　

指
定
す
る
区
間
（
詳
し
く
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

■
応
募
締
切　

３
月
30
日（
金
）

■
応
募
・
問
合
先　

県
平
鹿
地
域
振

　

興
局
建
設
部
河
川
砂
防
課　

４
５

　

―
６
１
６
１

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
デ
モ
ン
ス

ト
レ

シ

ン
の
お
知
ら
せ

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費
用

を
補
助
し
ま
す

家
を
新
築
・
全
面
改
築
さ
れ
る
方
に

秋
田
ス
ギ
内
装
材
を
差
し
上
げ
ま
す

郷
土
の
史
跡
・
文
化
財
探
訪

横
手
市
国
民
保
護
計
画（
素
案
）

へ
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

よ
こ
て
発
酵
文
化
研
究
所
主
催

発
酵
講
演
会
の
お
知
ら
せ

リ
ン
ナ
イ
製
湯
沸
器
に
よ
る
一

酸
化
炭
素
中
毒
事
故
に
つ
い
て

浄
化
槽
セ
ミ
ナ

地域名
横　手

増　田

雄物川
大　森
十文字

大　雄

かみ はば

市営住宅の入居者を募集します
　

浄
化
槽
は

水
質
汚
濁
の
原
因
と

な
る
ト
イ
レ
や
台
所
な
ど
の
生
活
排

水
を
処
理
し

き
れ
い
な
水
を
取
り

戻
す
た
め
に
重
要
で
す

個
人
で
浄

化
槽
を
設
置
済
み

ま
た
は
設
置
を

予
定
し
て
い
る
方
を
対
象
に
浄
化
槽

セ
ミ
ナ

を
開
催
し
ま
す

■
日
時　

３
月
17
日（
土
）午
後
１
時

　

30
分

３
時　
（
参
加
費
無
料
）

■
場
所　

本
庁
南
庁
舎
講
堂

■
内
容　

浄
化
槽
の
仕
組
み
と
維
持

　

管
理
に
つ
い
て

■
問
合
せ　

市
上
下
水
道
部
下
水
道

　

整
備
課（
山
内
庁
舎
内
）　

５
３
―

　

２
９
３
１　

　

市
内
８
地
域
の
史
跡
や
文
化
財
を

探
訪
し
ま
す

今
回
は

猩
々
道
標

柴
田
伝
之
助
碑

旦
那
門

十
文
字

和
紙
づ
く
り
の
見
学
な
ど

十
文
字

地
域
を
バ
ス
で
回
り
ま
す

■
日
時　

３
月
15
日（
木
）午
後
１
時

　

４
時  

５
分
前
ま
で
十
字
館（
十

　

文
字
文
化
セ
ン
タ

隣
）
前
に
集

　

合
■
定
員　

25
人

■
申
込
み　

３
月
５
日（
月
）
９
日

　
（
金
）ま
で

電
話
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い

■
申
込
先　

十
文
字
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
　

４
２
―
２
０
６
７

■
問
合
せ　

市
教
育
委
員
会
文
化
財

　

保
護
課(

旧
蛭
野
小
学
校
内
）　

２

　

４
―
３
４
８
０

　

　

発
酵
分
野
の
研
究
に
お
け
る
第
一

人
者
で

テ
レ
ビ
番
組
な
ど
に
も
多

数
出
演
さ
れ
て
い
る
小
泉
武
夫
先
生

の
講
演
会
で
す

■
日
時　

３
月
23
日（
金
）午
前
10
時

■
場
所　

本
庁
南
庁
舎
講
堂

■
講
師　

小
泉
武
夫
先
生
（
東
京
農

　

業
大
学
教
授
）　

■
問
合
せ　

よ
こ
て
発
酵
文
化
研
究

　

所
事
務
局
（
横
手
地
域
局
産
業
振

　

興
課
）　

３
２
―
２
７
１
８

　　

昨
年
10
月
か
ら

市
内
の
大
部
分

で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
視
聴
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

こ
の
放
送

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
の
ご
協
力
に
よ

り
デ
モ
ン
ス
ト
レ

シ

ン
を
行
い

ま
す

各
会
場
で
は

地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
の
受
信
放
映
や
パ
ネ
ル
を
展

示
し
ま
す

金
沢
公
民
館（　

３
７
―
２
１
１
１
）

■
期
間　

２
月
27
日（
火
）
３
月
６

　

日（
火
）

女
性
セ
ン
タ
（　

３
３
―
３
９
９
５
）

■
期
間　
３
月
８
日（
木
）
14
日（
水
）

休
養
セ
ン
タ

 

さ
く
ら
荘（　

２
６

―
２
３
０
１
）

■
期
間　

３
月
16
日（
金
）
22
日（
木
）

募　

集

い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
る
高

齢
者
の
方
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い

ふ
れ
あ
い
の
川
美
化
事
業
の
公

募
を
し
ま
す

農
地
の
貸
借
な
ど
の
仲
介
・
あ

せ
ん
を
し
ま
す

　

う
わ
み
ぞ

お
お
む

み
ち
し
る
べ

な
し

か
し
ら
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歌の好きな人集まれ！思いっきり歌声喫茶
　「贈る言葉」や「千の風になって」など数曲を予定。
日　時●３月８日(木）午後７時開演
場　所●レストラン煉瓦屋（寿町）
参加費●1,000円(軽食付き）
問合せ●レストラン煉瓦屋  33-2811　　　　

南部シルバーエリア　料理教室
 遠藤光智子さんを講師に迎えての料理教室です。
日　時●３月16日（金）午前10時から
場　所●南部シルバーエリア 調理室 （定員20人）  
メニュー●ぶどうの３色ゼリー、きのこご飯、牛乳鍋
申込期限●３月11日(日） (参加費800円)　
問合せ●南部シルバーエリア　26-3880

押花で小さな額を作ってみませんか
　身近な花々で押花の無料体験ができます。
日　時●３月25日（日）午後１時から
場　所●女性センター
定　員●10人
問合せ●柴田さん  090-4630-3326

自然を愛する皆さんの集い
　絵本作家「ひろ いちか」さんの講演やサックス
の演奏をお楽しみください。
日　時●３月18日（日）午後１時開演
場　所●レストラン煉瓦屋（寿町） （参加費800円）
問合せ●レストラン煉瓦屋  33-2811

「民芸 わら細工」作品展
　平鹿町在住の森田照雄さんによるわら細工作品
をご覧ください。入場料は無料です。
期　間●３月１日（木）～29日（木）
場　所●南部シルバーエリア ミニミニギャラリー
問合せ●南部シルバーエリア  26-3880

認知症サポーター養成講座
　認知症の方とその家族の話し相手や、相談相手
になって支援するサポーターを養成する講座です。
日　時●３月10日（土）午後１時30分～３時30分
場　所●秋田県南部市民活動サポートセンター
申込期限●３月７日（水）　（定員50人）
問合せ●ＮＰＯ法人県南介護サポート かがやきネット　32-2388

コスチュームデッサン会
　人物画（着衣女性）を描く勉強会です。詳しくは
お問い合わせください。見学は無料です。
日　時●３月18日（日）  毎月１回、開催を予定
場　所●かまくら館５階
問合せ●横手デッサン会 掛札さん  32-5545

ナンの館　月例市民将棋大会
日　時●３月４日（日）午前10時から
場　所●軽食喫茶「ナンの館」
会　費●1,000円（昼食付き）
問合せ●佐藤さん  090-3365-2720

　　

か
ん
じ
き
を
履
い
て

早
春
の
い

こ
い
の
森
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か

当
日
は
豚
汁
と
甘
酒
を
用
意
し
て
い

ま
す

お
に
ぎ
り
・
お
椀
・
は
し
・

飲
み
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

な
お

か
ん
じ
き
は
貸
し
出
し
を
し
ま
す

■
日
時　

３
月
11
日（
日
）午
前
８
時

　

30
分（
横
手
公
園
ス
キ

場
に
集
合
）

■
コ

ス　

横
手
ス
キ

場
と
い
こ

  

い
の
村
の
往
復（
約
２
．
５

）

■
定
員　

１
２
０
人

■
参
加
費　

１
人
に
つ
き
２
０
０
円

■
申
込
期
限　

３
月
７
日（
水
）

■
申
込
先　

市
総
務
企
画
部
企
画
課

　
（
本
庁
南
庁
舎
内
）　

３
５
―
２
１

　

６
４

　　

市
内
の
企
業
や
事
業
所
が
参
加
す

る
就
職
面
接
会
で
す

求
人
に
関
す

る
説
明
や
面
接
を
直
接
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す

参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■
日
時　

３
月
13
日（
火
）午
後
１
時

　

30
分

４
時

■
場
所　

横
手
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル

　

芙
蓉
の
間

■
対
象　

協
議
会
が
主
催
し
た
セ
ミ

　

ナ

に
参
加
し
た
企
業
や
事
業
所

  

求
職
者
等　
　

■
申
込
先　

市
雇
用
創
出
協
議
会
事

　

務
局
（
市
産
業
経
済
部
商
工
労
働

　

課
内
）　

４
５
―
３
９
９
０

　

市
内
で
活
躍
す
る
文
化
団
体
や
個

人
が
日
頃
の
練
習
成
果
を
発
表
し
合

い
ま
す

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い

■
日
時　

３
月
10
日（
土
）

　

午
前
の
部

午
前
10
時

正
午

　

午
後
の
部

午
後
１
時

４
時

■
場
所　

横
手
市
民
会
館

■
入
場
料　

無
料　

■
問
合
せ　

市
教
育
委
員
会
生
涯
学

　

習
課（
雄
物
川
庁
舎
内
）　

２
２
―

　

２
１
５
５

　
　

　

市民主催の催し等をお知らせするコーナーです

Yokote Police Station Information
横手警察署からのお知らせ

－平成18年中の少年補導状況から－

●非行少年

●不良行為少年

※少年相談は横手警察署少年サポートセンター（　32－2250）

非行少年、不良行為少年が減少
犯罪少年（14歳以上）は前年より３人減の
36人。触法少年（14歳未満）は前年と同じ
５人、不良行為少年は前年より306人の減
で887人でした。内訳は以下のとおりです。

非行や不良行為が潜在化している可能性もあります。家庭
内で喫煙や飲酒を容認したり、パソコン、携帯電話等で連
絡を取り合っているため、行動が把握しにくいことにも一
因があります。子どもが何に興味を持ち、どんな行動をし
ているのか、関心を持つことが大事です。

■テ ー マ 「ふるさと あきたの風物」
 ・・・秋田県への愛着や誇り
 を表したもの
■募集作品 秋田県をイメージした絵と文字が入った絵手紙
■応募締切 平成19年５月10日（木） 当日消印有効
■入    賞 ふるさと大賞 1点 賞状・副賞（商品券10,000円）
 優秀賞　　　 2点 賞状・副賞（商品券 5,000円）
 入選　　　　 2点 賞状・副賞（商品券 3,000円）
 特別賞　　　 2点 賞状・副賞（商品券 2,000円）
■審査発表 審査は絵手紙コンテスト選考委員会が行い、入
 賞者には５月20日（日）までに賞状と副賞をお送 
りします
■展    示 期間：平成19年５月20日（日）～７月20日（金）
 道の駅さんない休憩棟「施設内特別展示スペー
 ス」にて展示  
■応 募 先 〒019-1108  横手市山内土淵字小目倉沢34
 道の駅さんない・ウッディらんど「絵手紙コン
 テスト」係    56-1600 　53-3434

第３回
絵手紙コンテスト

道の駅さんない

　ふるさと秋田への思いを絵手紙で表
現してみませんか。道の駅さんないで
は、皆さんの素敵な作品を募集します。

第
一
回
市
民
ス
テ

ジ
発
表
祭

か
ん
じ
き
ウ

キ
ン
グ

参
加
者
募
集

横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会
主
催

就
職
面
接
会

【
訂
正
と
お
詫
び
】

　

市
報
よ
こ
て
２
月
15
日
号
の
掲

載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す

■
特
集
６
ペ

ジ

横
手
市
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
「
な
か
よ
し
」の

電
話
番
号
が
誤
り
で
し
た

正
し

く
は
「
３
２
―
６
９
３
３
」
で
す

■
12

15
ペ

ジ

「
笑
顔
が
い

ぱ
い
」
の
吉
田
保
育
所（
平
鹿
）

「
ら
い
お
ん
組
」
は
「
ひ
ま
わ
り

組
」
の
誤
り
で
し
た

  市民の皆さんが下水道を利用し、快適な生活環境を実現
できるように、横手・増田・平鹿・十文字・大雄地域において
下水道を整備できる認可区域を拡大することになりました。
この度、この認可区域の変更案をお見せします。
■期　間　３月５日（月）～19日（月）
■場　所　市上下水道部下水道整備課（山内庁舎２階）、同
　　　　　下水道維持課（横手庁舎４階）、増田・平鹿・雄物
　　　　　川・十文字・大雄地域局の各地域維持課
■問合せ　市上下水道部下水道整備課　53-2931

公共下水道事業認可区域の変更案を縦覧します

高校生が最も多く、なかでも、「他人の自転車を持
ち去る行為（自転車盗＋占有離脱物横領）」は15件
で、ほとんどが高校生です。

深夜はいかいで補導される少年が圧倒的に多
くなっています。

<学識別>
●高校生・・・27人
●中学生・・・ 6人
●有職・・・・・ 3人
●無職・・・・・ 3人
●小学生・・・ 2人

<学識別>
●有職少年・・・380人
●高校生・・・・・220人
●無職少年・・・165人

<行為別>
●深夜はいかい・・・628人
●喫煙・・・・・・・・・・・203人

<罪種別>
窃盗犯(22人)
●万引き・・・・・13人
●自転車盗・・・ 7人
●その他・・・・・ 2人
その他(12人)
●占有離脱物横領・・ 8人
●その他・・・・・・・4人

粗暴犯(7人)
●傷害・・・3人
●恐喝・・・3人
●暴行・・・1人

補導される少年は減少傾向ですが・・

※占有離脱物横領とは、他人が盗んで放置したものを
届けずに横領することです。
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●石坂洋次郎文学記念館（横手）●石坂洋次郎文学記念館（横手）

2

6

9

石
坂
洋
次
郎
文
学
記
念
館【
横
手
】

横
手
V
O
L・17

生原稿や写真パネルなどを豊富に展示している「石坂洋次郎文学記念館」
　

「
青
い
山
脈
」
の
作
家
と
し
て
知
ら
れ

た
石
坂
洋
次
郎
が

大
正
15
年
か
ら
13
年

に
わ
た
り
教
員
生
活
を
送

た
横
手
は

「
山
と
川
の
あ
る
町
」
な
ど

多
く
の
作

品
の
舞
台
と
し
て

そ
の
文
学
を
は
ぐ
く

み
開
花
さ
せ

人
間
洋
次
郎
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た

　

石
坂
洋
次
郎
文
学
記
念
館
は

ふ
る
さ

と
横
手
に
ゆ
か
り
の
深
い

石
坂
洋
次
郎

の
文
学
的
業
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に

次
代
へ
伝
え

文
化
の
振
興
を
は
か
る
こ

と
を
願

て
建
設
さ
れ
た
ま
し
た

　

外
観
は

昭
和
初
年
の
町
屋
と
土
蔵
を

モ
チ

フ
に

洋
次
郎
の
住
ん
だ
屋
敷
町

の
イ
メ

ジ
を
伝
え

庭
園
で
は

こ
ぶ

し
を
は
じ
め

石
坂
文
学
の
青
春
の
息
吹

き
を
感
じ
さ
せ
る
樹
木
が
来
館
者
を
迎
え

ま
す

　

館
内
に
は

当
時
の
文
壇
で
絶
賛
さ
れ

た

は
じ
め
て
の
長
編
「
若
い
人
」
を
執

筆
し
た

昭
和
８
年
当
時
の
伊
豆
の
書
斎

が
遺
品
と
と
も
に
再
現
さ
れ

生
原
稿
や

遺
墨

写
真
パ
ネ
ル
な
ど
様
々
な
資
料
が

日
本
を
代
表
す
る
作
家
の
業
績
と
文
壇
に

果
た
し
た
功
績
を
今
に
伝
え
ま
す

　

郷
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だ
作
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人
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を
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の
数
々
か
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感
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て
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か
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で
し

う
か

■開館時間　午前９時～午後４時30分
■休館日　毎週月曜日（休日のときはその翌日
　　　　　祝日の翌日・年末年始
■所在地　横手市幸町２－10

■問合せ　石坂洋次郎文学記念館
　　　　　　33-5052

石坂洋次郎文学記念館

再現された「若い人」執筆当時の書斎

映画「山と川のある町」のロケ写真

町屋と土蔵をモチーフにした記念館
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